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順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

１ 東野敏弘 産業廃棄物

保管施設の

建設につい

て！ 

⑴黒田庄町石原に建設中の産業廃棄物保管

施設の現状について聞く。 

 11月18日付け神戸新聞北播版のトップ記

事に、「西脇市黒田庄町山の斜面に建設

中」「産廃施設巡り紛糾」という見出し

の記事が掲載された。市行政は、この問

題について、どのように把握しているの

かを問う。 

部長 

⑵黒田庄町石原に建設中の産業廃棄物保管

施設の問題点を問う。 

 産業廃棄物保管施設の建設の問題点につ

いて、土砂崩れの危険性、農道の破損と

農道使用の問題、野尾谷川に架かる橋の

強度、野尾谷川の水質汚染等の問題があ

る。その個々の問題点について、どう把

握しているのかを問う。 

⑶地元集落の強い反対を受け、市行政とし

てどのように対応するのか。 

 地元集落の住民が、産業廃棄物保管施設

の建設に対して、強い危惧を抱かれ、説

明会での説明に対しても、「施設の稼働

を容認できない」との意見書を提出され

ている。また、集落全体で意見書同意者

署名も集められている。地元住民の強い

思いに対して、市行政として今後どのよ 

 うに対応するのか、市長の見解を聞く。 

市長 

ふるさと奨

学金の提案 

⑴奨学金貸付に変わる施策を西脇市として

考えるべきではないか。 

部長 

⑵仮称「ふるさと奨学金」制度の創設の提

案。 

 仮称「ふるさと奨学金」制度を提案する。

（月５万円、４年間 240万円支給。 

 １年間10名を限度とする。）市財政の負

担はどうか。良識ある市民や西脇市出身

者に呼び掛けて行うクラウドファンディ

ングによる制度設計も考えられるのでは

ないかを問う。 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑶大学進学等で、一時期西脇市を離れた若

者が西脇市にＵターンしやすい施策の必

要性について。 

 西脇市で生まれ育った若者が、西脇市に

愛着を持つ取組みについて。西脇市で生

まれ育った優秀な若者が、Ｕターンしよ

うと思える施策を考える必要があると考

えるが、市長の考えを聞く。 

市長 

２ 村岡栄紀 「共創のま

ち西脇」の

構築を目指

して 

⑴人口減少や少子高齢化といった急速な社

会の変化や市民ニーズの多様化・複雑化

により、行政課題が大きく増加・多様化

してくる中、市民のニーズに行政だけで

すべて応えることは不可能であると考え

るが。 

部長 

⑵多様化する課題のうち、行政でなければ

できない業務をしっかりと行い、その成

果を周知し、その上で市民に対応いただ

きたい事業を整理し、市民の協力のもと

で楽しみながら取り組んでもらえる仕組

みや場・機会を行政がつくっていくこと

が重要だと考えるが。 

⑶共創のまちづくりにおける地域対策委員

配置の目的とこれまでの成果や課題は。 

⑷「共創のまち西脇」を目指す中で、地域

対策委員のあり方や今後の取組の方向性

がこれまで以上に重要となってくると考

えるが。 

⑸まちづくり活動を継続的に続けていく上

での課題として、資金の問題よりも活動

の担い手となる人材の不足が全体の８割 

を占める大きな課題だと言われているが。 

⑹「西脇のことが好き」「西脇は本当にい

いまちです」という市民の思いを、どの

ような行政の支援で、まちづくりの行動

につながる「市民力」へと前進させるこ

とができると考えているのか。 

 

  



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑺本市においても、これまでとは異なる人

材の確保や、多くの職員が地域の現場に

飛び出し、市民と一緒になってまちづく

り活動で活躍してもらうための意識改革

や職員育成の取組、人事評価などが今後

必要になってくると考えるが。 

部長 

⑻ズンチャッチャ夜市のような、民間が主

体となった「まちを元気にするための賑

わいの創出」や「経済的に儲かる仕組み

づくり」「社会問題の解決」などを継続

して実施していくための、組織や団体を

含めた“人づくり”が今後の市政運営の

キーワードとなってくると考えるが、市

長の考えや展望は。 

市長 

３ 高瀬 洋 空家対策に

ついて 

⑴「西脇市空家等の適正管理に関する条例」

に関して 

 県の空家条例があるので、市の条例制定

を見合わせていた時期もあったが、条例

制定によりどのようなメリットがあった

かを問う。 

部長 

⑵市で把握している空き家の分類について 

 空き家の状況によって打つ手も異なって

くる。どのような状態の空き家が何件あ

るのかを問う。 

⑶西脇市の空家条例で指定された特定空家

について 

 条例の制定以降、特定空家に指定した基

準やその後の対応について問う。 

⑷取り壊すしかない空き家の対応について 

 放置していると危険な空き家については

早めの対応が必要であるが、その対応に

ついて問う。 

⑸空き家の安全対策予算（ 250万円）につ

いて 

 この予算はどのような対策に使うのか。 

⑹今回の特定空家の対応を通じての反省や

今後の対策 

 地元との連携や所有者との調整など今回

の特定空家への対処は苦労もあったが、

経験にもなったと考える。今回の対応等

を通じて市長の空家対策への取組につい

ての考えを問う。 

市長 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

４ 高瀬弘行 ＧＩＧＡス

クール導入

に伴い、児

童生徒に貸

与されるタ

ブレット端

末の故障・

破損時の対

応について 

⑴過失による故障や破損時の補償について 

令和３年12月９日文教民生常任委員会資

料によると、タブレットの過失による故

障や破損については、保護者負担となっ

ている。しかし、近隣の自治体ではすべ

て市町の負担となっており、早急に改善

すること。 

（中学校を卒業する生徒数に比べ小学校

入学の児童数は少なく、不要となる予備

機による対応が可能と考える。） 

教育長 

地域医療の

充実につい

て 

⑴西脇病院を利用される患者向けに、無料

のWi-Fi環境を整えること 

 患者サービスの充実、利便性の向上、療

養環境の改善を図るため。 

部長 

新型コロナ

ウイルス感

染症対策に

ついて 

⑴手指消毒については、「エタノール70％」 

以上を含有した手指消毒液を使用する 

ことを広報などで、周知・徹底すること。 

厚生労働省では、新型コロナ対策として

の手指消毒は、濃度70％以上のエタノー

ルアルコールを含有した消毒液を推奨し

ている。しかし、多くの住民はその事実

を知ることなく、家庭をはじめ店舗など

においても、その基準を満たしていない

「消毒液」が多くみられるため。 

⑵感染症の専門家を加えた「新型コロナ感

染症対策本部」の設置について 

西脇市の新型コロナ感染症対策は、概ね、 

兵庫県において策定される「兵庫県対処 

方針」に基づき対応している。一方、そ

の発症数は、都市部と西脇市では、大き 

な差異があり、地域の実情に関わりなく、 

社会・経済活動は大きな制約を受けてい

るともいえる。 

そのため、感染症の専門家による対策本

部を設置し、地域の実情に応じた感染拡 

大防止対策を行うことが有意義と考える。 

市長 

  



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

５ 浅田康子 中学校の制

服について 

⑴市内の中学生で、ＬＧＢＴＱの観点から

制服に違和感を覚えている生徒がいるか

どうかを把握しているのか 

部長 

⑵生徒の実態を把握し、具体的にどのよう

に対応しているのか 

⑶「多様性を配慮した制服」に向けて具体

的な取組を問う 

アフターコ

ロナを見据

えた観光交

流 

⑴これまでの地域資源を生かした観光の取

組と、コロナによる影響は 

⑵「食とクラフト西脇体験ツアー」の内容

と実施方法について 

⑶定住自立圏形成協定を締結している広域

で取り組む観光について 

⑷2025年大阪・関西万博での西脇フィール

ドパビリオンの誘致について 

市長 

６ 坂部武美 居住誘導区

域における

活性化策に

ついて 

⑴東の拠点に年間50万人を集める手法とは 

①オリナスがオープンして７カ月経過し

た。何人来られているか 

市長 

②24 時間営業の商業施設もオープンした。

年間何人来られると予測しているか 

③50万人を目指すエリア・施設とは 

⑵都市計画道路和布郷瀬線の整備は中心市

街地の活性化にどのような影響を与える

のか 

①現計画案は市から提示したのか、区民

からの要望に基づき計画案を策定したの

か 

②西脇区の説明会で現計画の概算は提示

しなかったのか 

③最終的には和布町の重春橋交差点まで

区画整理事業として整備する計画か 

④なぜ、土地区画整理事業でなければな

らないのか。他の手法は考えられないの

か。都市計画道路としての道路環境、景

観から判断してベストの手法なのか 

⑤和布町の意見は 

⑥今後のスケジュールは。事業着手の方 

針が決まればどのような手順を踏むのか。 

都市計画決定・都市計画審議会等 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑶オリナス周辺・中心市街地の活性化策は 

ミライエは学びの場に50万人。東の拠点

でどのような手法で50万人集めるのか 

 

⑷居住誘導区域Ｂの活性化策は 

市の中心は西の野村地区に移っている。 

しばざくら通り商店街を中心とした居住

誘導区域Ｂは今のままでよいか。活性化

策は 

７ 寺北建樹 新型コロナ

ウイルス対

策 

⑴市独自のＰＣＲ検査を無料実施すべきで

はないか 

新たな変異株「オミクロン株」が出現し、 

第６波が起こりうると警鐘が鳴らされて

いる。安全・安心な市民生活の為に、無

料でのＰＣＲ検査を実施すべきではない

か 

市長 

学校給食 ⑴パンの原料を輸入小麦から国産小麦に変

更すべきではないか 

 輸入小麦にはグリホサートと呼ばれる除

草剤が、アメリカ産で90％以上、カナダ

産では 100％の高い検出率で残留してい

るとの検査結果が出ている 

教育長 

特別障害者

手当 

⑴要介護４・５の人たちへの積極的なお知

らせ 

特別障害者手当の受給者の中に要介護

４・５の人たちがどれだけいるのか。 

積極的なお知らせが行き届いているのか 

市長 

８ 杉本佳隆 新型コロナ

ウイルス第

６波に向け

た対策につ

いて 

⑴現在、感染者数は減少傾向だが、変異株

『オミクロン株』も発生し、３回目のワ

クチン接種が重要だと思う。また高齢者

の接種が寒い時期と考えられる。市民が

安心して接種できる体制作りとともに多

くの方へ接種できる工夫が必要だと思う

が、どのような対策を考えているのか。 

①１、２回目の接種時、車椅子の利用人

数は 

部長 

②寒い時期の接種会場の対策は 

③１、２回目の接種は、肩の出しやすい

服装でと案内していたが、厚着されてい

る場合の対策は 

④車椅子や厚着の方のために介助スタッ

フを確保することを提案する。 

⑤託児所の評価は。 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑵ファイザー社製、武田モデルナ社製の接

種選択について。 

３回目の接種は、半分半分で供給される

と報道されている。どのような配分で集

団接種、個別接種を行うのか。また希望

が偏った場合の西脇市の対応は。 

①医療関係者の接種時期は。 

部長 

②現在の西脇市へのワクチン供給状況や

予定は。 

③例えば、集団接種はファイザー社製、

個別接種は武田モデルナ社製などと分け

るのはどうか。 

⑶兵庫県は感染された人を入院もしくは専 

用施設入所を基本とした。12月15日現在、 

西脇市内の感染者は 317名と発表されて

いる。医療体制について問う。 

 ①西脇病院はコロナ陽性患者をどのくら

い受け入れたのか。また市内の人数は。 

②ワクチン接種による重症化予防効果は

あったのか。また西脇病院ではどのよう

な治療を行っているのか。 

 ③市内で自宅療養を余儀なくされた方は

何名いたのか。 

 ④自宅療養の方の食料など生活に必要な

ものをどのように得られたのか。 

⑷西脇市役所内外の組織とのつながりにつ

いて、西脇市役所の中でも外（医師会な

ど）とも協働することが大事だと思う。

市長のリーダーシップと市民への情報発

信が重要だと思うが市長の考えを聞く。 

市長 

９ 村井正信 「人権意識

調査結果報

告書」を受

けての具体

策を聞く 

⑴令和２年３月「人権についての市民意識

調査結果報告書」が発行された。調査の

目的として、平成15年の報告書では、今

後より効果的な市民啓発の向上・確立を

図る」とあり、令和２年の報告書では、

「今後の人権施策を進めるための基礎資 

料とする」とある。「効果的な人権施策」 

から「人権施策」としているが、「効果

的」を削除した理由は何か。 

部長 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑵市の調査結果では経年の結果が分からな

いので、県民意識調査を見ると、「人権

をどのくらい身近な問題として感じてい

るか」では、「非常に身近に感じる」、

「かなり身近に感じる」が減少傾向にあ

り、「あまり身近に感じない」が増加傾

向にある。また、「人権意識が高くなっ

た」と感じる人は減少し、「どちらかと

言えば高くなっている」と感じる人が増

加傾向にある。「５～６年前に比べ人権

侵害は減っている」の質問でも、減って

いると感じた人は減少傾向にある。これ

は何を意味するのか。私は、人権に対し

ての対策が市民に充分浸透していないの

ではないかと感じたが、市長（教育長）

はどのように判断されたかを聞く。 

市長 

⑶「同和問題に関して、あなたは今、特に

どのような人権問題が起きていると思わ

れますか」の質問に対して、結婚問題や

同和地区への居住の敬遠があると認識し

ている市民が多く、そして新たな課題と

して、インターネットを悪用した差別的

な情報の掲載の問題が多くなっている。 

①西脇市のインターネットモニタリング

事業（監視活動）について、現在どのよ

うに取り組んでいるか。 

差別的書き込みがあればその対策はどの

ようにしているのか。 

部長 

②「インターネット上で「差別書き込み」 

を発見したらお知らせください」との記

事を市の広報や、隣保館だよりなどに掲

載し、市民に注意喚起を含め依頼するこ

とがより広い取組になると考えるが、市

の見解を聞く。 

③差別投稿などがあった場合の削除基準

はあるのか。なければ、どのような投稿

の場合に削除要請を行うかなど、削除要

請の基準、ガイドラインが必要と考える

が、市の考えを聞く。 

 

 

 



順位 氏  名 大 項 目 小   項   目（要   旨） 答弁 

   ⑷「たとえば、あなたが結婚しようとする

相手が、同和地区の人であるとわかった 

場合、あなたはどうされますか」に対し、 

「自分の意思を貫いて結婚する」、「で

きるだけ理解を得て、自分の意思を貫い

て結婚する」が減少傾向にある。 

この減少傾向を市長はどのように受け止

めているのか。 

市長 

⑸「人権尊重の考え方に強く影響を受けた

もの」の質問に対し、小学校、中学校時

代の人権教育、家族や地域、友人とのふ

れあい、そして地区や自治会での講演会

等が多くなっている。 

また、「部落差別などの同和問題が生じ

る原因や背景」についてでは、家族、親

戚から教えられる偏見・差別意識が多い

ことが分かる。 

そこで、これからの対策について聞く。 

①全ての世代の人が、小学校・中学校で

の人権尊重の教育に影響を受けている。

人権意識が徐々に薄まる傾向にあるが、

調査結果を受けて、学校教育現場では、

どのような対策を検討しているのか（す

るのか）。 

部長 

②18歳から39歳の層では、効果的な人権

啓発活動として、「ＳＮＳ、メールマガ

ジン、ホームページなどのインターネッ

ト」が必要と考える人が多い。 

若い層への人権施策として、ＳＮＳ等の

有効活用を考えているのか。 

③効果的な人権啓発活動で、講演会や研

修会が指摘されている。西脇市では、市

民向けに普段から積極的に取り組んでい

るが、職員対象の職場研修会は、現状、

どの程度行っているのか。 

積極的な取組が必要と考えるが、市長の

見解を聞く。 

市長 

部長 

 


